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マグニチュード9.0マグニチュード9.0
3
月
11
日
（
金
）
午
後
2
時
46
分
に

発
生
し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に

お
い
て
、
会
津
坂
下
町
で
は
震
度
5
強

を
観
測
し
ま
し
た
。

こ
の
地
震
で
、
今
ま
で
見
た
こ
と
も

な
い
10
㍍
超
級
の
大
津
波
が
発
生
し
、

東
北
・
関
東
地
方
の
太
平
洋
沿
岸
部
で

は
多
大
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
警
察

庁
の
調
べ
で
は
、
3
月
29
日
（
火
）
午

後
3
時
現
在
で
死
者
1
1
0
8
2
人
、

行
方
不
明
者
1
6
7
1
7
人
に
の
ぼ
っ

て
い
ま
す
。
福
島
県
で
も
死
者
1
0
1

7
人
と
国
内
最
大
の
災
害
と
な
り
ま
し

た
。ま

た
、
地
震
と
津
波
の
影
響
で
福
島

原
子
力
発
電
所
で
も
、
緊
急
用
発
電
機

が
流
さ
れ
る
な
ど
の
影
響
で
、
核
燃
料

の
冷
却
が
不
十
分
と
な
り
、
建
物
の
損

壊
や
放
射
性
物
質
が
放
出
さ
れ
、
半
径

20
㌔
圏
内
で
は
避
難
、
半
径
20
㌔
〜
30

㌔
圏
内
で
は
屋
内
退
避
が
国
よ
り
指
示

さ
れ
ま
し
た
。

原
発
の
問
題
に
よ
り
、
福
島
県
の
一

部
の
野
菜
や
原
乳
に
出
荷
制
限
や
摂
取

制
限
が
出
さ
れ
、
飯
舘
村
な
ど
で
は
水

道
水
に
も
放
射
性
物
質
が
計
測
さ
れ
、

普
段
の
生
活
や
農
業
に
大
打
撃
を
受
け

ま
し
た
。

こ
の
地
震
で
、
会
津
坂
下
町
で
は
各

地
で
道
路
や
土
壌
で
液
状
化
現
象
が
起

こ
り
、
家
屋
も
倒
壊
や
半
壊
、
柱
に
ひ

び
が
入
り
傾
く
な
ど
多
大
な
被
害
を
受

け
ま
し
た
。

幸
い
に
も
会
津
坂
下
町
で
は
、
軽
傷

者
の
み
で
、
重
傷
者
は
で
ま
せ
ん
で
し

た
。
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右
の
写
真
は
、
勝
方
樋
渡
線
の
道
路

で
す
。
道
路
の
陥
没
や
盛
り
上
が
っ
て

い
る
箇
所
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
危
険
で

す
の
で
会
津
坂
下
町
役
場
建
設
部
建
設

班
（
℡
84
│

1
5
0
6
）
ま
で
至
急
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

3
月
24
日
現
在
、
勝
方
樋
渡
線
と
中

村
線
の
2
路
線
が
通
行
止
め
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
危
険
で
す
の
で
近
づ
か
な

い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

会
津
坂
下
町
の
被
害
状
況
は
、
以
下

の
と
お
り
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

【
3
月
23
日
午
後
6
時
現
在
】

・
工
場
半
壊 

２

・
家
屋
全
壊 

２

・
家
屋
半
壊 

6

・
家
屋
壁
崩
落
ち 

８

・
店
舗
半
壊 

１

・
土
蔵
全
壊 

３

・
土
蔵
半
壊 

36

・
土
蔵
壁
崩
落
ち 

96

・
小
屋
傾
き 

３

・
停
電
シ
ョ
ー
ト 

１

・
ブ
ロ
ッ
ク
塀
倒
壊 

14

・
門 

２

・
灯
篭 

５

・
墓 

３

・
軽
傷
者 

１

地
震
の
影
響
で
、
物
品
が
届
か
ず
、

町
内
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
や
ス

ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
は
欠
品
や
品
薄

に
な
り
ま
し
た
。
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド

で
も
品
切
れ
や
給
油
制
限
が
行
わ
れ
、

給
油
の
た
め
に
車
が
並
ぶ
な
ど
異
常
な

事
態
が
続
き
ま
し
た
。

ま
た
、
東
京
電
力
で
は
計
画
停
電
が

夏
季
以
降
ま
で
続
く
と
い
う
話
も
出
て

い
ま
す
。
会
津
坂
下
町
は
東
北
電
力
よ

り
電
力
供
給
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
不
要

な
電
気
を
消
す
な
ど
、
一
人
ひ
と
り
が

出
来
る
だ
け
節
約
を
心
が
け
ま
し
ょ

う
。県

要
請
で
被
災
地
へ
の
炊
き
出
し
が

連
日
行
わ
れ
、
急
な
要
望
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議

会
や
坂
下
婦
人
会
の
方
な
ど
に
ご
協
力

い
た
だ
き
ま
し
た
。

会
津
坂
下
町
で
は
「
農
村
環
境
改
善

セ
ン
タ
ー
」「
川
西
公
民
館
」
と
福
島

県
の
受
け
入
れ
施
設
「
会
津
自
然
の

家
」、
一
般
家
庭
な
ど
に
約
1
0
0
0

名
が
避
難
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
多
数
の
方
よ
り
毛
布
な
ど
の

物
資
を
提
供
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
町
民
の
方
々
の
あ
た
た

か
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

川西公民館避難所
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ご
み
の
収
集

地
震
の
影
響
に
よ
り
、
3
月
21
日
〜

4
月
1
日
に
か
け
て
ご
み
の
収
集
を
一

部
中
止
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

収
集
車
の
燃
料
に
つ
い
て
見
通
し
が
つ

い
た
た
め
、
ご
み
収
集
を
再
開
い
た
し

ま
す
。

ご
家
庭
で
の
分
別
・
保
管
に
ご
協
力

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
ご
み
の
減
量
化
に
つ
い
て

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

災
害
で
出
た
ご
み
の
処
分

土
壁
等
の
建
築
廃
材
、
ガ
レ
キ
、
ブ

ロ
ッ
ク
、
レ
ン
ガ
に
つ
い
て
は
、
通
常
、

集
積
所
等
に
出
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
今
回
の
地
震
に
よ
り
発
生
し

た
も
の
に
限
り
、
町
で
処
分
を
行
い
ま

す
。建

物
の
倒
壊
等
大
規
模
な
も
の
は
、

町
内
建
設
業
者
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
量
が
少
な
い
場
合
に
は
、
町
で

回
収
に
伺
い
ま
す
の
で
、
戸
籍
環
境
班

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ガ
ラ
ス
の
出
し
方

地
震
等
で
壊
れ
た
ガ
ラ
ス
や
陶
器
に

つ
い
て
は
、
新
聞
紙
や
紙
袋
で
包
ん
だ

後
、「
ガ
ラ
ス
」と
大
き
く
書
い
て
か
ら
、

燃
え
な
い
ご
み
の
袋
に
入
れ
て
出
し
て

放
射
性
物
質
へ
の
対
処
法

日
常
生
活
に
つ
い
て

・
洗
濯
物
は
外
に
干
し
て
も
大
丈
夫
。

・
不
要
な
買
占
め
を
し
な
い
。

・
不
正
確
な
情
報
に
惑
わ
さ
れ
な
い
。

・
近
く
の
放
射
線
量
に
注
意
す
る
。

飲
食
に
つ
い
て

・
野
菜
は
皮
を
む
き
よ
く
洗
う
。

・
近
く
の
水
、
野
菜
の
放
射
線
量
の
情

報
に
注
意
す
る
。

会
津
坂
下
町
な
ど
の
地
域

会津坂下町役場前駐車場での測定値

日　　時 マイクロシーベルト／時間

3月20日（日） 0.75

3 月21日（月） 0.65

3 月22日（火） 0.58

3 月23日（水） 0.48

※上記の数字は、外で作業などをしていた
場合に 1時間あたり浴びる放射線量で
す。原稿の入稿日の関係で 3月23日まで
の結果となっております。

4,000,000

1,000,000

500,000

100,000

50,000

1,000

放射線量と体への影響（単位：マイクロシーベルト）
4,000,000 半数の人が30日以内に死亡

1,000,000 1割の人が吐き気やだるさが出る

500,000 リンパ球が減少する

100,000 直ちに健康に影響はないが、将来的に
がんになる危険性が0.5％高まる

50,000 放射線に関係する作業者の年間限度量

6,900 胸部Ｘ線ＣＴスキャン検査

2,400 年間に日常生活で受ける量

1,000 一般人の年間限度量（日常生活・医療
で受ける量を除く）

600 胃のＸ線検査

190 東京－ニューヨーク間の飛行機往復

50 胸のＸ線検査

0.75 会津坂下町役場前駐車場での
 最高測定値

く
だ
さ
い
（
指
定
袋
以
外
の
袋
や
箱
に

ご
み
処
理
シ
ー
ル
を
貼
っ
て
出
す
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
）。

▼
問
い
合
わ
せ
先

戸
籍
環
境
班　

℡
（
84
）
1
5
0
0
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東北地方太平洋沖地震で使われた主な用語

用　　語 解　　　　説

マグニチュード

広い意味では「大きさ・重要度」を意味するが、ここでは、対象の規模・大
きさ・等級を定量的に表す指標値を言い、数量の比較語として多く用いられる。
地震のマグニチュードとは、地震が発するエネルギーの大きさを表す。例え
ば、マグニチュードが「 2」増えるとエネルギーは1,000倍になる。

震　　度

ある地点における地震の揺れの程度を表した指標である。数個から十数個の
階級（レベル）で表す震度階級を使うことが多く、震度階級にはいくつか種類
があるが、現在の日本では気象庁震度階級が使われており、日本では一般的に
これを「震度」と呼んでいる。

風評被害
災害、事故及び不適切又は虚偽の報道などの結果、生産物の品質やサービス
の低下を懸念して消費が減退し、本来は直接関係のないほかの業者・従事者ま
でが損害を受けること。

放 射 能

放射線を出す活性力を言う。多くは、物質の放射活性を指すが、さらに放射
能を持つ物質自身（放射性物質）を指す用例も多い。放射能と放射線は混同し
てはならないが、日本の媒体等では「放射能を浴びる」などという表現がしば
しば見受けられるが、これは「放射性物質を浴びる」を意味する。

放 射 線
一般的には電離性を有する高いエネルギーを持った電磁波や粒子線のことを
指す。

放射性物質
放射能を持つ物質の総称で、ウラン、プルトニウム、トリウムのような核燃
料物質、放射性元素もしくは放射性同位体、中性子を吸収又は核反応を起こし
て生成された放射化物質を指す。

被　　爆

人体が放射線にさらされることを言う。被曝したときの放射線の量は線量当
量で表す。線量当量の単位はシーベルト。ただし、短時間の高線量被曝に対し
ては生物学的ガンマ線が用いられる場合もある。
人体についての被曝は、放射線源が体外にあって人体表面から直接に放射線
を照射されて被曝する外部被曝と、経口摂取した放射性物質などで人体内部か
ら被曝する内部被曝に大きく分類することが出来る。また、天然に存在する放
射線源からも人体は被曝しており、この観点からは特に自然被曝と呼ばれる。

シーベルト

人体が放射線にさらされる事を放射線被曝といい、人体は年間およそ2,400
マイクロシーベルト（世界平均）の自然放射線に常にさらされている。ごく微
量の放射線では人体に影響を与えることはないが、大量の放射線は人体に有害
である。特に放射性物質を扱う環境にある人は、自分がどの程度の放射線を受
けたのかを常に厳密に管理しなくてはならない。その際に用いられる尺度の一
つがシーベルトである。

毎時シーベルト
　 1時間あたりの生態への被曝の大きさの単位。シーベルト毎時ともいう。シ
ーベルトが被曝の総量を表すのに対し、毎時シーベルトは、被曝の強さを表す。


